

	月
	教材名
	配当時数

領域・事項
	◆学習目標

主な学習活動
	評価規準
	学習指導要領

との関連

（１）指導事項

（２）言語活動例

	四月
	声に出して読もう

うんとこしょ


	1時間
読む
	◆中心となる表現のリズムに着目しながら，様子がよくわかるように工夫して音読する。

1 繰り返しによる効果やリズムを感じながら音読する。

2 音数を意識し，「もちあげる」ものを想像して，自分でも創作してみる。

3 創作した詩を読み合う。
	【関】楽しみながら詩を声に出して読んでいる。

【読】自分の読みが表れるようにリズムよく音読している。

【言】詩を読んだ感想や想像したことなどを言葉で表すことによって，他の人に伝えることができることに気づいている。
	(1) Cア
伝国イ(ア)

(2) Cア

	
	お話を聞こう

ききみみずきん
	1時間
読む
	◆昔話や民話の特徴，おもしろさに気づきながら，本の読み聞かせを聞いて，感想を想像する。

1 「ききみみずきん」の範読を耳をすませて聞く。

2 自分の知っている昔話や民話と似ているところ，違っているところにふれながら感想を交流する。
	【関】様子を思い浮かべながら読み聞かせを聞こうとしている。

【読】昔話や民話の特徴，おもしろさに気づきながら，感想を交流している。

【言】感想を言葉で表すことによって，他の人に伝えることができることに気づいている。
	(1) Cカ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	図書かんへ行こう
	1時間
書く
	◆図書館の利用の仕方を知り，読んだり，調べたりした本の記録を読書カードに書く。

1 図書館ではどんなことができるか，その利用の仕方を知る。

2 読んだり調べたりした本の中でおもしろかった本や役に立った本をカードに書いて記録する。
	【関】図書館の利用の仕方を知り，本を読んだり調べたりしている。

【書】カードに記録する内容や，記録することのよさを知り，必要な事柄を整理して書いている。

【言】言葉で書き表すことによって，考えたことや思ったことがより明確になることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう①
	1時間
伝国
	◆三年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順，音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	ピータイルねこ
	7時間
読む
	◆主人公の様子や気持ちの変化を，叙述をもとに想像しながら読む。

1 作品を読んでおもしろいと思ったところを発表し合う。

2 会話文を中心に，主人公の気持ちの変化を読み取り，話し合う。

3 みどりと黒ねこの役に分かれ，様子が伝わるように工夫して会話文を音読する。
	【関】作品のおもしろいところを見つけ，楽しみながら読もうとしている。

【読】場面の様子やみどりの気持ちの変化を，叙述をもとに想像しながら読み，自分の考えをもっている。

【言】言葉で表すことによって，想像したことを伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Cウ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	言葉のなかま分け
	2時間
伝国
	◆「名詞」「動詞」「形容詞・形容動詞」をすすんで探し，それぞれの意味やはたらきを理解する。

1 言葉は，はたらきによって三つのグループに分かれることを理解する。

2 いろいろな言葉をたくさん集め，名前，動き，様子を表す言葉に分類する。
	【関】文章の中から「名詞」「動詞」「形容詞・形容動詞」を探すことに意欲的に取り組んでいる。

【言】与えられた単語を，意味やはたらきによって，「名詞」「動詞」「形容詞・形容動詞」におおむね分類している。
	(1) 伝国イ(オ)



	五月
	小さなできごと
	5時間
話聞
	◆相手に出来事の様子がよく伝わるように，筋道を立てて適切な音量や速さで話す。

1 生活の出来事から話題を決め，詳しく思い出して要点をメモする。

2 出来事の様子がよく伝わるように，筋道を立てて，声の大きさや話す速さに注意しながら話す。

3 話を聞いた後，質問や感想を交流し合う。
	【関】生活の中の出来事を相手に詳しく伝えようとしている。

【話】メモをもとに，聞き手にわかりやすいように筋道を立てて，声の大きさや話す速さに気をつけながらスピーチしている。

【言】言葉で表すことによって，伝えたい出来事が伝えられることに気づいている。
	(1) Aイ
伝国イ(ア)

(2) Aア



	
	新しい漢字を学ぼう②
	1時間
伝国
	◆三年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順，音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	米と麦
	6時間
読む
	◆イネとコムギとの育て方や食べ方の違いを読み取り，私たちの生活に欠かせない食べ物について考える。

1 全文を通読して，初めて知ったことや驚いたこと，疑問に思ったことなどを話し合う。

2 段落ごとの要点をまとめ，イネとコムギの違いについて話し合う。
3 他の食べ物の工夫について調べ，わかったことを発表する。
	【関】段落の中心となる語に注意して，「米と麦」の説明文を読もうとしている。

【読】各段落ごとの内容，要点を読み取り，イネとコムギの違いを表に整理している。

【言】文中に使われている接続語について，文の中での役割を理解している。
	(1) Cイ
伝国イ(ク)

(2) Cイ



	
	本をさがそう
	3時間
書く
	◆目的に応じて，必要な事柄を調べる。

1 図書館の本の並び方や分類の仕方を知り，植物の本を探す。

2 本を探し出し，必要な情報を書き留めたり，読書記録を書いたりする。
	【関】図書館の本の並び方や分類の仕方，本の探し方がわかり，植物のことが書いてある本を見つけようとしている。

【書】本を探し出し，必要な情報を書き留めている。

【言】言葉がもつ，本の内容をまとめて表すはたらきに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)



	
	あんないの手紙を書こう
	8時間
書く
	◆読み手を考えて言葉を選び，必要なことを落とさずに案内の手紙を書く。

1案内の手紙を書くときに大事にすることやどのようなことに気をつけて書けばよいかを考え，話し合う。

2 教科書の案内状を読んで，案内状の構成や記述法を理解する。

3 実際に案内状を書き，封筒に入れて届ける。
	【関】案内状の書き方を知り，丁寧に書こうとしている。

【書】案内状を書くときに大事にすることや注意することを理解して書いている。

【書】敬体で正しく丁寧に案内状を書いている。

【言】言葉で書くことによって，伝えたいことを表すことができることに気づいている。

【言】漢字や仮名の使い方に注意して手紙を書いている。

【言】句読点や改行に気をつけて手紙を書いている。
	(1) Bウ
Bエ
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)
伝国イ(エ)

(2) Bエ



	
	二年生で学んだ漢字①
	1時間
伝国
	◆二年生で学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 二年生で学習した漢字の読み方と書き方を正しく理解する。

2 掲示された漢字を使って短文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	新しい漢字を学ぼう③
	1時間
伝国
	◆三年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順，音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	六月
	声を合わせて楽しく読もう
	5時間
話聞
	◆相手や描かれているものに目を向けたり，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意したりして，話したり読んだりする。

1 二人組みになって，声を合わせて読んだり交代で読んだりして，声の調子や声を出す方向を考えながら，いろいろな読み方を工夫する。

2 グループで読み方を考え，お互いの声を聞きながら声を出し，読み方を工夫する。

3 いろいろな詩を声を合わせて読む。
	【関】二人組みやグループで声を出して楽しく詩を読んでいる。

【話】グループで読み方を考え，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意してお互いの声を聞きながら，読み方を工夫している。

【言】同じ言葉でも，声の出し方によって聞き手に違った印象を与えるということに気づいている。
	(1) Aウ
伝国イ(ア)



	
	自分を見つめて
	13時間
書く
	◆心が動いた出来事を，自分の考えが明確になるように文章構成を工夫し，考えの理由や事例を挙げて読み手にわかりやすく書く。

1 心が動いた出来事を思い出し，感じたことや考えたことをメモに書き出す。

2 教科書の作文を読んで，気持ちや様子がよくわかるところを見つける。

3 メモをもとに，書こうとすることの中心を明確にして，考えのきっかけや理由を挙げて，作文を書く。

4 書いたものを交換して読み合い，感想を伝え合う。
	【関】心が動いた出来事をよく思い出し，そのとき自分が感じたことや考えたことを見つめ直そうとしている。

【書】出来事を振り返り，伝えたいことの中心をはっきりさせて，メモをもとに中心が浮かび上がる構成を考えて書いている。

【書】心が動いたことや，考えたことだけではなく，その理由や実例を書いている。

【言】自分の思いや考えを書き，それを見直すことによって，新しい見方ができることに気づいている。

【言】漢字や仮名の使い方に注意して文章を書いている。

【言】句読点や改行の仕方に注意して文章を書いている。
	(1) Bイ
Bウ
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)
伝国イ(エ)



	
	国語じてんをつかおう
	3時間
伝国
	◆表現したり理解したりするために必要な文字や語句について，辞書を利用して調べる方法を理解する。

1 国語辞典を使うとわかることや，五十音順の配列について理解する。

2 形が変わる言葉の探し方や，言葉に複数の意味がある場合は文脈を考えて意味を選ぶことを理解し，実際に国語辞典を引く。
	【関】国語辞典を引いたり，読んだりすることのおもしろさに気づいている。

【言】与えられた単語を国語辞典の見出し語から見つけている。
	(1) 伝国イ(ウ)
伝国イ(カ)



	
	新しい漢字を学ぼう④
	1時間
伝国
	◆三年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順，音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	七月
	うさぎのさいばん
	7時間
読む
	◆場面の様子がよくわかるように，会話に気をつけながら声に出して読み，物語のおもしろさを味わう。

1 この物語を読んでおもしろいと思った場面や言葉を発表する。

2 場面ごとに人物の気持ちがよくわかるように工夫して，会話部分を音読する。

3 好きな場面を選び，場面の様子や人物の気持ちが伝わるように音読する。
4 人間と動物が出てくる物語を探して読み，紹介する。
	【関】物語を楽しみながら音読している。

【読】この物語のおもしろさがわかり，場面ごとの人物の様子や気持ちがよくわかるように工夫しながら，会話に気をつけて読んでいる。

【読】他の物語を興味をもって読み，登場人物の人物像がわかるように友達に紹介している。
【言】物音や様子を表す言葉のはたらきや使い方について理解している。
	(1) Cア
Cカ

伝国イ(オ)

(2) Cエ



	
	何をしているのかな
	5時間
書く
	◆絵を見て場面を具体的にとらえ，場面のつながりを考えて物語を創作し，その作品を相互に評価し合う。

1 絵の中で起きていることを話し合う。

2 絵の中の登場人物となって場面の様子を想像し，短い物語を書く。

3 創作した物語を読み合う。
	【関】絵をよく見て，何をしている絵であるか考えている。

【書】絵の場面とのつながりを考え，この後どうなるかを想像しながら物語を書いている。

【言】想像したことや思ったことを言葉で表すことによって，伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)

(2) Bア



	
	送りがな
	2時間
伝国
	◆活用語のさまざまな形について理解し，活用語尾を意識して送りがなを書く。

1 送りがなのはたらきや，動詞や形容詞などは使い方により形が変わることを理解する。

2 例文を使って，送りがなの変化の仕方や注意する点を確かめる。
	【関】活用語のさまざまな形について意欲的に探し，いくつかの形を挙あげている。

【言】活用語の活用語尾を意識して，送りがなとして書いている。
	(1) 伝国イ(イ)
伝国イ(ウ)



	
	声に出して読もう――俳句
	2時間
伝国
	◆俳句の情景を思い浮かべたり，リズムを感じ取りながら音読や暗唱をしたりする。

1 文語調の言葉や俳句の特徴を理解し，リズムを楽しみながら音読する。

2 俳句の情景を思い浮かべながら読み味わう。
	【関】文語調の言葉の響きやリズムを楽しもうとしている。

【言】言葉のリズムを楽しみながら，情景を思い浮かべ，音読や暗唱をしている。
	(1) 伝国ア(ア)



	
	あまんさんのへや

学校
	1時間
読む
	◆紹介された本を読み，読書の楽しさを味わう。

1 教材文を読み，筆者が出会った本をどうとらえているかを知る。

2 紹介されている本の中から気に入った本を選んだり，関連して読んでみたい本を探し，友達と紹介し合ったり，感想を交流したりする。
	【関】紹介されている本に興味をもち，読みたい本を探そうとしている。

【読】紹介されている本を読み比べたり，関連して読んでみたい本を探したりしている。

【言】文章の中に筆者の思いが表されていることに気づいている。
	(1) Cカ
伝国イ(ア)

(2) Cエ



	九月
	ぼくんち
	2時間
読む
	◆「ぼくんち」の周りの様子について叙述をもとに想像しながら読む。

1 この詩を読んで，おもしろいと思ったところを話す。

2 「ぼくんち」の周りはどのような様子か想像する。

3 様子を思い浮かべ，リズムに気をつけながら，声に出して読む。
4この詩の形の一部を変え，オリジナルの詩を作る。
	【関】場面の様子を想像しながら，声に出して詩を読もうとしている。

【読】「ぼくんち」の様子をつかんで，リズムに気をつけながら音読している。

【言】思ったこと，想像したことを表す言葉のはたらきに気づいている。
	(1) Cウ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	二年生で学んだ漢字②
	1時間
伝国
	◆二年生で学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 二年生で学習した漢字の読み方と書き方を正しく理解する。

2 掲示された漢字を使って短文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	新しい漢字を学ぼう⑤
	1時間
伝国
	◆三年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順，音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	よりよいクラスを作ろう
	8時間
話聞
	◆よりよいクラスにするために，自分の考えに理由をつけて話すとともに，相手の考えと自分の考えとを比べながら聞き合う。

1 クラスの中でもっとこうしたらよいと思っていることはないか考える。

2 グループで話し合うときに大事なことを発表し合う。

3 司会をする人や提案する人を決め，グループで話し合いをする。

4 話し合いのあと，どんなところがよかったか振り返る。
	【関】積極的に自分からアイデアを出したり，グループでの話し合いに協力したりしている。

【話】話し合いでのそれぞれの役割を果たしながら，自分の考えを理由をはっきりさせて話したり，自分との共通点や相違点を考えながら聞いたりしている。

【言】言葉で表すことによって，お互いの考えを伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Aオ
伝国イ(ア)

(2) Aイ



	
	漢字の組み立て
	2時間
伝国
	◆漢字の部首と意味との関係について，漢字の構成を考えることで理解する。

1 漢字はいくつかの部分の組み合わせによってできていることを知り，いろいろな部首の名称を理解する。

2 部首は漢字の意味に関係があることを知り，どんな意味があるかを調べたり，同じ部首の漢字を集めたりする。
	【関】代表的な部首と漢字の意味の関係について考えている。

【言】基本的な既習漢字を代表的な部首に分類している。
	(1) 伝国イ(カ)
伝国ウ(ウ)



	
	図かんでしらべよう
	3時間
書く
	◆目次や索引を使って，図鑑で調べる方法を学び，関心のあることから調べるものを決め，調べ学習を進める。

1 目次や索引から調べる方法を知る。

2 関心のあることから調べるものを決め，調べ学習する。
	【関】調べる方法に興味をもち，進んで調べようとしている。

【書】関心のあることから調べるものを決め，学習した方法を使って調べ，書いている。

【言】本の内容や事柄が言葉で表すことができることに気づいている。
	(1) Bア
伝国イ(ア)



	十月
	こんなやり方をおすすめします
	12時間
書く
	◆伝えたいことの中心をはっきりさせて，わかりやすく説明するカードを書き，読み合って表現の工夫やよさについて意見を交流する。

1 何の作り方，やり方を紹介するかを決める。

2 読む人にわかりやすく説明するにはどのような工夫をしたらよいかを考え，書き方を工夫してカードを書く。

3 カードを交換して読み合い，友達の工夫点やよいところを見つけて伝え合う。
	【関】伝えたいことを決め，読む人にわかる文章を書こうとしている。

【書】読む人にわかりやすくするための工夫を考え，書き方を工夫してカードを書いている。

【書】友達のカードのよいところや工夫を見つけ，伝えている。

【言】自分の考えたことを，適切な表記を用いて文章に書いている。
	(1) Bウ
Bカ
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)
伝国イ(エ)

(2) Bウ



	
	ローマ字
	3時間
伝国
	◆ローマ字の表記について理解し，簡単な単語を読んだり書いたりする。

1 身の回りにあるローマ字について，知っていることを発表する。

2 教科書のローマ字を見て気づいたことを話し合い，ローマ字表記のきまりを知る。

3 ローマ字で言葉を書いたり，コンピュータ入力をしたりする。
	【関】与えられた言葉をローマ字で書き表そうとしたり，キーボードで入力しようとしたりしている。

【言】簡単なローマ字表記を読んでいる。
	(1) 伝国ウ(ア)



	
	新しい漢字を学ぼう⑥
	1時間
伝国
	◆三年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順，音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	十一月
	わすれられないおくり物
	7時間
読む
	◆場面の移り変わりや情景，人物の性格や気持ちを想像しながら読み，考えたことを発表し合って，一人一人の感じ方に違いがあることに気づく。

1 「わすれられないおくり物」を読んで，心に残ったことを発表する。

2 森のみんながアナグマから受け取ったものやみんなのアナグマに対する気持ちを考え，話し合う。
3 最後のモグラの言葉の続きと，アナグマの返事を想像して書く。
	【関】人物の気持ちを想像して読もうとしている。

【読】アナグマからの「わすれられないおくり物」とはどんなものだったか，また，アナグマに対するモグラの気持ちについて，自分の考えを発表している。

【読】モグラの言葉や，それを聞いてアナグマがどんなふうに答えるかを想像して書いている。

【言】例示された表現の表す意味を理解し，自分で文を作っている。
	(1) Cウ
Cオ
伝国イ(オ)

(2) Cア



	
	漢字じてんを引いてみよう
	2時間
伝国
	◆漢字辞典とはどういうものかを知り，部首索引を利用して漢字を調べる。

1 漢字辞典の便利さとおもしろさを考えて，辞書の引き方を理解する。

2 漢字辞典の好きなところを引いて，知っている漢字やおもしろいと思った漢字を見つけ，意味などをカードに書き写す。
	【関】漢字辞典から漢字の説明として興味をもった部分を書き写している。

【言】簡単な漢字を漢字辞典の見出し字で見つけている。
	(1) 伝国イ(イ)
伝国イ(カ)



	
	二年生で学んだ漢字③
	1時間
伝国
	◆二年生で学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 二年生で学習した漢字の読み方と書き方を正しく理解する。

2 掲示された漢字を使って短文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	新しい漢字を学ぼう⑦
	1時間
伝国
	◆三年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順，音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	「農業」をする魚
	6時間
読む
	◆段落ごとの中心となる語や文をとらえて，要点をまとめたり，段落相互の関係を考えたりしながら文章を読む。

1 「『農業』をする魚」を読んで，不思議だな，おもしろいなと思ったことを発表する。

2 魚の「ふしぎな行動」を調べるために，筆者たちがどんなことをして，その結果どんなことがわかったか，内容を正確に読み取り，表にまとめる。

3 「　」のついている言葉の理由や題名の意味を考え，話し合う。
4 他の生き物について調べ，わかったことを友達に紹介する。
	【関】「『農業』をする魚」を興味をもって読んでいる。

【読】中心となる語や文をとらえ，段落ごとに内容を読み取っている。

【言】文末の表現の仕方によって，さまざまな意味が伝えられることを理解している。
	(1) Cイ
伝国イ(ア)

(2) Cイ


	
	まとめた言葉
	3時間
書く
	◆いろいろな品物を表す言葉を調べて，まとめた言葉（上位語）があることを理解し，上位語・下位語の関係をまとめる。

1 教科書の下に出ている品物は上のどこの売り場に置けばよいかを考え，言葉を分類，整理する。

2 仲間になる言葉，まとめた言葉を他の例で探す。
	【関】教科書の下に出ている品物は上のどこの売り場に置けばよいかを考えている。

【書】上位語と下位語を探したり調べたりして書いている。

【言】上位語と下位語の関係を理解し，認識を深めている。
	(1) Bア
伝国イ(オ)



	
	こそあど言葉
	2時間
伝国
	◆指示語のはたらきを，例文の解釈や作成等を通じて理解する。

1 教科書を読み，絵を見て，「こそあど言葉」の使い方を確かめる。

2 例文から「こそあど言葉」を見つけ，何を指すか考えたり，教科書の他の文章の中からも探し出して，何を指すか発表し合ったりする。
	【関】指示語を使って対話をしたり文章を書いたりすることに意欲的に取り組んでいる。

【言】文章の中から指示語を見つけ，指示対象について説明することがおおむねできている。
	(1) 伝国イ(ク)



	
	夕日がせなかをおしてくる
	2時間
読む
	◆言葉から浮かんでくる情景を想像しながら音読する。

1 この詩を読んで心に残ったところを発表する。

2 一字下げの意味や繰り返し表現の効果，一連と二連の違いなどについて話し合う。

3 言葉や声の調子に気をつけて，工夫しながら音読する。
	【関】詩の音読を楽しんでいる。

【読】表現の効果を理解して，様子がよくわかるように，工夫しながら音読している。

【言】言葉によって詩の情景を伝えられることに気づいている。
	(1) Cア
伝国イ(ア)

(2) Cア



	
	新しい漢字を学ぼう⑧
	1時間
伝国
	◆三年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順，音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	十二月
	クラスのことを調べよう
	15時間
書く
	◆クラスのことで調べてみたいことを決め，調べたことを整理して文章の組み立てを考えながら，わかったことや考えたことを文章にまとめ，報告する。

1 クラスのことを調べて文章に書いて報告することを知り，学習計画を立てる。

2 調べてみたい事柄ごとにグループを作り，「しつもんカード」を作って調査する。

3 調べた結果を表やグラフにして整理し，整理してわかったことや気づいたことを書き出しておく。

4 整理したことをもとに，構成を意識して，報告する文章を書く。

5 報告を読み合い，感想や意見を交流する。
	【関】すすんで調べて，わかったこと，考えたことを書こうとしている。

【書】「しつもんカード」を作って調査し，表やグラフに表し，そこからわかったことや気づいたことを書いている。

【書】調べたことと，調べてわかったことや考えたこととを区別し，構成を考え，段落に分けて書いている。

【言】段落のまとまりを意識して，指示語や接続語を使っている。
	(1) Bア
Bイ

伝国イ（ク）

(2) Bイ



	
	南の島へようこそ
	4時間
話聞
	◆南の島の観光ガイドになり，お客の希望や目的に合った観光コースを考え，その理由をはっきりさせて説明する。

1 絵を見ながら，相手に応じて喜んでもらえる観光案内コースを考える。

2 実際に観光ガイドになったつもりで，丁寧な言葉遣いで説明しながら案内する。
	【関】自分がガイドになったつもりで，観光案内コースを考えている。

【話】相手や目的に応じた案内ができるよう，筋道を立てて丁寧な言葉遣いで話している。

【言】自分の考えたことを言葉で表すことができることに気づいている。
	(1) Aイ
伝国イ(ア)

(2) Aウ



	一月
	カルタを作ろう
	12時間
書く
	◆カルタを作るという目的に合わせて，必要な言葉を集めたり事柄を調べたりして，短くリズムのある文を工夫して書き，お互いに読み合って，文のまちがいを正したりよりよい表現に書き直したりする。

1 どのような言葉を集めてカルタにするかグループで話し合い，カルタにする言葉を集める。

2 読み札の作り方を知り，最初に来る文字で始まる文を考え，集めた言葉を入れて，札を作る。

3 また，よりよい表現になるようにグループで話し合い，推敲する。

4 読み札の文に合った絵を書き，取り札を作る。

5 カルタ取りをして楽しむ。

6　「いろはガルタ」のことわざについて調べて，それぞれのことわざが使われる場面を想像して発表し合う。
	【関】カルタ作りやカルタ取りに積極的に参加している。

【書】カルタにする言葉を集め，読み札の文を工夫しながら書いている。

【書】作った札を読み合い，推敲して，よりよいものに仕上げようとしている。

【言】「いろはガルタ」のことわざの意味を知り，使われ方について理解を深めている。
	(1) Bア
Bオ
伝国ア(イ)
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)



	
	二年生で学んだ漢字④
	1時間
伝国
	◆二年生で学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 二年生で学習した漢字の読み方と書き方を正しく理解する。

2 掲示された漢字を使って短文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	新しい漢字を学ぼう⑨
	1時間
伝国
	◆三年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順，音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	二月
	身ぶりのはたらき
	6時間
読む
	◆中心となる語や文をとらえて文章の構成をつかみながら，書かれた事実と筆者の意見との関係を考え，読み取ったことを生活の中で確かめる。

1 「身ぶりのはたらき」を読んで，初めて知ったこと，おもしろいと思ったことを発表する。

2 文章全体をいくつかのまとまりに分け，まとまりごとに小見出しをつける。

3 自分たちの身ぶりがどんなはたらきをしているか，見直し，自分の身ぶりについて説明する文章を書いて発表する。
	【関】「身ぶりのはたらき」を読み，身ぶりについて興味を示している。

【読】段落の中心となる語や文をとらえ，要点をまとめて小見出しをつけ，筆者の意見が書かれているところを見つけて，それについて考えたことを話している。

【言】例示された表現について辞書を利用して使い方を調べて文を作っている。
	(1) Cイ
伝国イ(エ)
伝国イ(カ)

(2) Cイ



	
	昔のことを聞いてきました
	8時間
話聞
	◆要点をメモしながら話を聞き，それについて中心をはっきりさせて報告したり，友達の報告を聞いたりする。

1 昔のことについて質問したいことと誰にたずねるかを決め，丁寧でわかりやすいたずね方を練習する。

2 質問して話を聞き，大事なことはメモする。

3 メモをもとに，聞いたことを整理し，感じたり考えたりしたことを中心に報告文を作る。

4 クラスで報告会を開き，自分の知っていることと結びつけて友達の報告を聞いて，質問をしたり感想を述べたりする。
	【関】昔のことについて興味をもち，質問したいことを考えたり，話をきちんと聞いてメモを取ったりしている。

【話】昔のことについて質問したいことを具体的に決め，聞いた話の大事なことをきちんとメモして，報告に生かしている。

【話】友達の報告を聞くとき，自分の知っていることと結びつけながら聞いている。

【言】聞いてきた話を言葉で表すことによって，伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Aア
Aエ
伝国イ(ア)

(2) Aア



	
	くわしくする言葉
	2時間
伝国
	◆文の構成要素としての修飾語のはたらきを，例文作成等を通じて理解する。

1 修飾語を使うと，より詳しくわかりやすい文になることを理解する。

2 写真の中の様子を修飾語を使って詳しく表す。
	【関】与えられた内容について，修飾語を使った文によって説明しようとしている。

【言】与えられた文から修飾語・被修飾語の関係を取り出している。
	(1) 伝国イ(キ)

	
	二年生で学んだ漢字⑤
	1時間
伝国
	◆二年生で学習した漢字を文や文章の中で使い，書き慣れる。

1 二年生で学習した漢字の読み方と書き方を正しく理解する。

2 掲示された漢字を使って短文を作る。
	【関】絵に出てくる言葉や漢字を見て，文やお話を考えている。

【言】提示された漢字の読み方と書き方に注意し，その漢字を文の中で正しく書いている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	新しい漢字を学ぼう⑩
	1時間
伝国
	◆三年生に配当されている漢字の読み方や使い方を知って，文や文章の中で使う。

1 上の文や文章の中で使われている漢字の読み方を下の表で確かめて正しく読む。

2 画数や筆順，音訓を確かめながら，二十字の学習漢字を書く。
	【関】新しく学ぶ漢字に興味をもって，読んだり書いたりしようとしている。

【言】読み方と使い方に注意して，漢字を読んだり，書いたりしている。
	(1) 伝国ウ(イ)



	
	いのち
	2時間
読む
	◆詩の内容をとらえ「しあわせ」や「いのち」と結びつけながら考えを深める。

1 詩を読んで，感じたことや考えたことを発表し合う。

2 「しあわせ」や「いのち」について思ったことを話し合う。
	【関】詩を読むことや音読を楽しんでいる。

【読】詩の内容をとらえ，「しあわせ」や「いのち」と結びつけながら考えを深めている。

【言】詩を読んで感じたことを言葉で伝え合うことができることに気づいている。
	(1) Cオ
伝国イ(ア)

(2) Cア



	三月
	おにたのぼうし
	7時間
読む
	◆主人公おにたの性格や気持ちの変化，場面の様子を，叙述をもとに想像しながら読む。

1 「おにたのぼうし」を読んで，おもしろいところや不思議に思ったところを発表する。

2 それぞれの場面でおにたや周りの様子がどのようだったか話し合う。

3 おにたの言葉にどんな気持ちが表れているか想像する。

4 鬼が出てくる他の民話を読み，鬼について意見を出し合う。
	【関】場面の様子や人物の気持ちを想像しながら読もうとしている。

【読】場面の様子を詳しくとらえ，おにたの行動や言葉にどんな気持ちが表れているか想像しながら読んでいる。

【言】様子や気持ちを表す表現について使い方を理解している。
	(1) Cウ
伝国イ(オ)

(2) Cア



	
	三年生は楽しいよ
	10時間
書く
	◆相手意識と目的意識をもって書く事柄を決め，書こうとすることの中心を明確にし，読む人のことを考えて伝え方を工夫しながら書く。

1 三年生の一年間を振り返り，どんなことを学び，どんな体験をしてきたか，みんなで出し合う。

2 出てきたものの中から，二年生に伝えたいことを選ぶ。

3 二年生に伝わるよう，書き方を工夫して文章を書く。

4 書いたものを読み合い，二年生に届ける。
	【関】一年間を振り返り，その思いを二年生に伝えようとしている。

【書】二年生に伝えたいことを選び，二年生に伝わるように，伝え方や表現の仕方を工夫して文章を書いている。

【言】自分の考えを二年生に伝えられるように，言葉遣いに気をつけて文章を書いている。
	(1) Bア
Bウ
伝国イ(ア)
伝国イ(イ)

(2) Bウ




評価規準             【関】…国語への関心・意欲・態度，【話】…話す・聞く能力，【書】…書く能力


【読】…読む能力，【言】…言語についての知識・理解・技能


学習指導要領との関連  Ａ…話すこと・聞くこと，Ｂ…書くこと，Ｃ…読むこと，


伝国…伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
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